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１．はじめに
• 藻類とは、酸素発⽣型光合成を

⾏う⽣物から陸上植物を除いた
⽣物で、起源や系統の異なる
様々な⽣物を含んでいます。

• 藻類の多様性は極めて⾼く、研
究材料として魅⼒的で、当施設
の藻類株を使って、様々な基礎
〜応⽤の研究が⾏われています。

２．藻類カルチャーコレクションの役割
• 当施設は1983年の設⽴以来、藻類株を⼤切に保

管し、研究者の依頼を受けて分譲してきました。
• 公開株数は約3,000株、分譲数は約1,000株／年で

世界有数の規模です。
• 様々な研究分野で利⽤され、2,900報以上の論⽂

が出版されるなど、研究を⽀える重要な役割を果
たしてきました。

• ⽂科省NBRPの藻類中核機関として、ゲノム等の
情報整備や保存法の開発等にも取り組んでいます。

４．藻類の多様性いろいろ

５．藻類を使った応⽤研究〜SDGs
• 産業化に向けた藻類の応⽤利⽤・研究

開発が国内外で進められています。
• 藻類でSDGsを達成しようとする取り

組みも始められています。

３．藻類カルチャーコレクションの利⽤について
• 研究や顕微鏡観察に、藻類を使ってみませんか？
• 教育現場では、実習や課題研究などにも利⽤されています。
• ご利⽤はホームページからお願いします。⇒ https://mcc.nies.go.jp
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図１ 真核性藻類の系統。

図２ 培養・保存施設
と作業の様⼦。

• 藻類ではバクテリアサイズ〜巨⼤海藻、多様な細胞学的
特徴（⾊、形、体制、運動様式、外被等）が認められて
います。また様々な環境（海・湖沼・河川・温泉・雪
上・気⽣・極域・死海・共⽣等）に⽣息しています。

藻類研究を
これからも
サポートし
ていきます

図３ 様々な藻類の顕微鏡写真（ジャイアントケルプの写真を除く）。
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